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『考察』

　今回、病院視察研修は私にとって初めての経験であり、精神科の病院での経験は青南病院のみであり、他の病院を知らない私にとって良い機会となった。他の病院は看護としてどういう取り組みをしているのか、病院全体として見るとどうなのか、青南病院との違いや自分が行っている事の評価が出きる事を目標にした。

　学んだ事としては以下の点である。まず、環境面では、3箇所の病院を見学したが、スタッフオフィス一つを見ても整理整頓がなされており、仕事が効率的、機能的に行える環境となっていた事。そして病室や隔離室を見て見ると大変、清潔感がある事を感じた。スタッフ一人一人が意識し、取り組んでいるということを見習わなければいけない。まずは現状の把握、そしてどうすると整理整頓できるのか、なぜ出来ないのか自分たちを振り返り今後の病棟内での課題とし、スタッフ一人一人皆同じ意識を持って環境を整えていきたい。又、地域との密接な環境であることに驚いた。それだけ地域の理解が得られるよう取り組みをしている事が伺えた。青南病院では、2年前より青仁会祭りを行い又、ボランティア活動の受け入れなど活動してきている為、今後も続けていき、地域への理解を促進していければよい。又、クレームやその地域住民より意見があった場合は、早急に説明、対処する事や病院で何か行う場合は必ず説明をし、理解が得られるよう対応していく事がやはり必要なのだと思う。

　次に、組織としてのスタッフ意識について特に土佐病院を見学し大変驚いた。他の職種との連携　それは看護、それはPSWの仕事などとお互いに言っていても角が立つだけ、皆同じ仲間、この病院が良くなる為にはどうすればよいのかと言う意識で協力しているとお話されていた。その意識が下のスタッフにも伝わっており、皆で取り組んでいる事が伺えており、組織としての役割、病院の理念を理解している。

そして、土佐病院の院長先生は「自分達は何もしていない、当たり前の事をしている」と話していたが、当然やらなければいけない事という基準が高いところにある。だからこそ、その様な発言なのだ。

青南病院でも、当然理念があり組織として皆が一緒に取り組む事が大切であり、管理者として他スタッフにそれを、伝えて行く必要があると実感し、反省した。皆が同じ意識で青南病院を良い病院にする為にはどうなると良いのかお互いに協力して取り組んでいきたい。

　病棟内を見学した際に、スタッフオフィスには最低限のスタッフのみであり、患者様の側で関わっていた。患者様に関わる事を第一に考えられている。そして記録を患者様の側で書いていると話されていた。

看護としての基本であり、患者様第一に考えていく必要がある。業務に追われていてもそれは、看護ではない。自分たちを振り返ると、現状としてスタッフオフィス内に集まってしまい、自分たちがどれだけ患者様に関わっているのか考えていかなくてはならない。優先順位は何なのか、どういう事が必要なのか自分たちを振り返り、全スタッフが意識を変えていければと思う。

　本日の担当や受け持ちなどをホール内に掲示されていた。患者様にとって、受け持ちが誰であるのかを知っている事は大切であり、安心感にも繋がる。掲示でなくても、入院した時で、自分の立場であれば、病棟の責任者である事を説明。「いつでも声をかけて下さい」という一言。受け持ち担当制にしている為、必ず初めに、受け持ちであるという事を直接患者様に伝える事がまずは大切である。それが出来るスタッフ、あたり前に行なうスタッフを増やしていきたい。本日のリーダー、プログラムの担当、夜勤者は誰と言う事を患者様に分かるよにし、患者様が誰に聞けばよいのか分かるようにする事も必要なのではないかと感じた。

　三船病院ではアルコール依存症の病棟、ストレスケアの病棟があると聞いていたので、看護としてどのような事を行なっているか期待していたが、看護としてはプログラムなど介入していないようであった。それは少し、残念であった。

各病院とも作業療法へは患者様からの希望で参加している。患者様が希望しないとやらないという事だった。良い事なのかも知れないが、何もしない患者様はどうするのだろうか？患者様にとって必要なことは何かという事を私たちは伝え、それを患者様との話し合いでお互いに理解した上で行う事が大切なのではないでしょうか。

青南病院では看護としてリハビリテーションプログラムを提供している。まだまだ未熟な面が多々あるが自分達で疾病教室、服薬教室など取り組んでいる事など自分たちで行っている・取り組んでいるという姿勢は良い面であると感じた。それを自信を持って言えるようにしたい。その為に、プログラム内容の充実、スタッフ教育が必要である。又、他の職種との協力していきたい。

次に、三船病院では、長期入院となる患者様をリストアップし、退院について検討委員会があり退院を促進していた。看護だけでなく、地域のスタッフなど他の職種と一緒に話し合い、その患者様にとってどうすると良いのかということを検討していた。

当院では退院時検討療養会を、退院が決定してから行っているが、退院が決まる前から、入院時から他の職種と協力して患者様そして御家族と関わる事が出来るとよいと思う。長期入院となってしまわれている方など今後の方向性が決まらないなど看護だけでは限度がある、やはりチームとして他の職種と協力していく事が大切である。そのような検討の場を作っていきたいと感じた。症例検討会やカンファレンスをもっと有効活用していきたい。

自分の病院だけでは「こういうもんだ」一方通行に思いがちですが、このように他の病院を見るという機会が得られ、比べることで自分の取り組みの評価や他の病院のとの比較が出来、良い点を吸収出来た。そして他の病院のスタッフと情報交換が出来、大変勉強となった。又、質問事項を一つ一つ回答して頂いた事、秋田病院との懇親会では日本酒を個人的にお土産に頂いた事など各病院の方々にはおもてなしや気を使って頂きました。今回は四国でしたが、他の県の病院はどうなのか比較し、勉強したいと思う。

研修に参加させて頂きありがとうございました。

＜土佐病院＞

・日本医療機能評価機構⇒1998年に認定、2004年に認定更新

・職員の意識⇒この病院が良くなる為にはどうすればよいのかと言う意識で協力しているとお話されていた。その意識が下のスタッフにも伝わっており、皆で取り組んでいる事が伺えており、組織としての役割、病院の理念を理解している。

・環境整備⇒スタッフオフィス一つを見ても整理整頓が徹底されており、病室、隔離室を見ても清潔感がある。

・看護⇒患者様への介入（スタッフオフィスには最低限のスタッフのみ受け持ちの所にいっている）

　　　　記録は患者様と過ごしながら側で書いている。（今では、患者様としては日常の風景となっている）

ホールに受け持ち担当を掲示、月間予定表の掲示

売店がないとの事で、ノートに患者様が買ってきて欲しい物を記載、スタッフが買ってくる。

　　　　看護としてのプログラムは行なっていない。

　　　　連絡ノートがあり、作業やデイケアのスタッフとの情報交換

　　　　日常生活動作評価表は作業療法士が作成し、看護が評価

・作業療法、デイケア⇒患者様希望

　　　　　　　　　　　作品展を実施

　　　　　　　　　　　外部からの講師（音楽など）

・地域と密接⇒病院の側、近隣は住宅

・中庭⇒患者様レクリエーションや気分転換などに活用

・食器⇒店に出ているような食器の工夫、温かい

・隔離室⇒隔離室内にテレビ（スタッフオフィス内が映る）、時間が分かるよう時計があった

・スタッフ指導⇒問題に感じる事は、その日の内に本人へ伝える

　　　　　　　　研修会の実施

＜三船病院＞

・ハード面が整っている⇒建物が新しい

急性期病棟では、隔離室ゾーンと一般ゾーン（ウッドデッキの中庭あり）

隔離室には日付と時間が分かるようになっていた。

ホールの天井の工夫ライトが星（アメニティ）

今後ハード面に合わせてソフト面を充実させるという事が課題という印象

・環境整備⇒スタッフオフィス一つを見ても整理整頓が徹底されており、病室、隔離室を見ても清潔感がある。

・アルコールゾ病棟、ストレスケア病棟⇒看護としてはプログラムを行っていない。情報提供のみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心理士が中心となりプログラムを提供している。

・作業療法⇒患者様希望

・スタッフ教育⇒院内外の研修（年間計画）

　　　　　　　　精神科における特殊性の周知、接遇面を重点的に行っている

　　　　　　　　個人目標をあげ、自己評価・スタッフ評価を実施したが思うように効果が上がらなかった為、2ヶ月毎の自己評価・師長評価・部長評価に変更し開始している。

・地域生活支援委員会⇒退院促進に向けて、各方面からサポート

　　　　　　　　　　　退院促進の一貫としてグループワークを実施し、退院後の生活シュミレーションを実施

　　　　　　　　　　　退院のめどがついた患者様には、退院前訪問看護を実施

＜秋田病院＞

・スタッフとの懇親会

＜南海病院＞

・環境⇒景色がいい（海が側）・・・病室からの眺めは癒される

　　　　開放的・・・・喫煙はベランダ（転落や離院など事故はないのか？）

　　　　病棟内に自販機があり、患者様もカードで購入出来る

　　　　エレベーターがスタッフオフィス内にある

　　　　観察室がスタッフオフィスのすぐ側

・感染対策⇒スタッフオフィス入り口に、ディスポ手袋と消毒液

　　　　　　携帯用消毒液にはポケットに入れるとかさばるという事からストラップをつけ工夫している

・ベッド柵の工夫⇒事故防止の為カバーを作り工夫されている

・パンフレット⇒南海病院のパンフレットの中に、入院のご案内があった。そこには、入院に必要な物、

　　　　　　　　費用について、面会についなど記載されており、分かり易くなっていた。

＜青南病院の良い所＞

・看護としてプログラムを提供している⇒今後は内容の充実、実践出来るスタッフ教育が課題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他の職種との協力

・各種マニュアルが整備されている⇒自分達が行動出来るマニュアルとして見直ししている

・スタッフ教育、研修の取り組み⇒スタッフのやらされているという意識から、自主性が出る事が課題

・ピアレビュー、日本医療機能評価更新認定へ向けての取り組み⇒一部ではなく、全スタッフの意識変化が課題、自分達の病院を良くする為にはどうすれば良いかと考えていく。

・情報共有⇒カンファレンス、症例検討会、モーニングミーティングなど実施している

